














































































































オリエンタルの変異原性試験用試薬

S-9／コファクタてト
THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 
生きた紐織の無閑スライスができます。

無菌凍結品の変異原性試験用コファクターが、 S-8とセットで販売になります。

より便利に．／．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ••••••••••••••••••••••••••••••••• 
より手頃な価格に．I

●エームステスト用と染色体異常試験用のビ種類の試薬セットです。

また、保存中にS-8とコファクターの未知の反応が起こりません。

●包装単位を少量化し、より手頃な価格に致しました。

製 品 名 包 衣＊士 早‘‘’ 位 備 考

エームステスト用 S-9 1m£X10本 エームステストでのデータ

S-9／コファクターAセット コファクターA 9m£x10本 を添付します

染色体異常試験用 S-9 2m£ X 3本 染色体異常試験でのデ

S-9／コファクターCセット コファクターC 4.7m£ X 3本 ータを添付します

（保存はー80℃でお願い致します）

OOrnD以上）および染色体異常試験用コファクターC

（注文量30rnD以上）の単品注文もお受け致します。

●従来品は引続き取扱いしております。

変異原性試験用 S-9 （無菌凍結品）

エームステスト用 コファクターI （凍結乾燥品）

2m£ X 10本

9mi用粉末X10本

誘導法の変更や、サル、イヌなとラット以外のS-8またはミクロソームの調製

その他、技術的なお問合わせは、弊社バイオ部までお願い致します。

クルムティーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15繭直径の範囲

で作成できます。
9ヽ

●ボタンを押すだけで、 2~3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

~lOOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率l□Ox)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ60μmおよびl35μm)で、左の写真はラットの腎臓のスライス(135~200μm)です。

どちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。

製造元

＠ がJエン”’"・fllエ戴繹式会i:t
飼料・バイオ事業部

〒174-8505 東京都板橋区小豆沢 3丁目 6番10号

Tel. (03) 3968-1192 Fax. (03) 3968-4863 

販売元

〇）和光純薬工業株式会社
本 社 〒540-8605大阪市中央区道修町三丁目1番2号

電話 (06)203-3741（代表）

東京支店 〒103-0023東京都中央区日本橋四丁目5番13号

電話 (03)3270-8571（代表）
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C•、MAG、NG

全自働培池作咸システム
FULLY AUTOMATED MEDIA PREPARATION SYSTEM 

MC707P 
コロニーカウンター

Compix, Inc. Imaging Systems 

全自動培地作成システムは、自動培地分注装置APS450 •お手持ちのサインペンで使えます。
と新型培地滅菌保温器S9000で構成され、いかなる要求 • x 2 のレンズにより、コロニーを容易に判別できます。

にも充分に適用できるシステムを初めて市場に出ました。 •カウント数は、見易いLED表示。
• プリンター接続可能 （オプション）。

種火のいらない電子着火式ブンゼンバーナー 精巧な、多目的ディスペンサー

ガスプロフィー XY500 

•コンパクト・低価格。

●IRセンサーによる電子着火。

●ガス配管不要（オプション装着）。

•タイマー／連続点火／フットスイ ッチ切替え付

XY500は、 2方向軸運動を行なうマイクロプロセッサー駆動の

アームがあります。どんな種類の容量分注器（シリンジ、ポンプ、

ベリスタルティックポンプ等）でも楽に使用することができる。

とんな液体サンプルもスピードと正確さで手をわすらわさす分

注することができる。
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仮価格•高解像度•高速処理を実現

精子冒像紺朦冒C・IMAGINGC•men 
米国Como i x社により開発された C•IMAGING C•menは、精子、微小生物

等の運動能解析を目的とした、精子画像解析装置です。

顕微鏡のステージにセットされたサンプル（精子）の画像をコンピュータに取り込

み、精子を自動認識し、精子数、精子濃度、運動率等のさまざまな運動能のパラ

メータについて解析を行います。

このシステムの導入により、精子検査の処理時間の短縮、検奎テータの均ー化等、精子運動の定

量的把握による精子研究の促進がはかれます。

•Windows NTアプリケーション
●先進の画像処理技術により、確実に精子のみを識別

●解像度640X480ピクセル、 60フレーム／秒の高速サンプリングによる正確な運動解析テータ

‘“'昇曇 • 精子 （ ヒト、猿、牛、 ブタ、 ラット、マウス、 魚類、 等全ての精子 ）
●微小生物、寄生虫等

晶ヽ諏桔● •解析精子数 (ce||) ●精子濃度（million/ml)
●総精子数(ce||) ●運動精子数(cell)

●非運動精子数(cell)

●運動率（％）

●速度(μm/sec) ●直進性

•ヘッド平均首振り幅 ( µm)

•ヘッド最大首振り幅 (µm )

•ヘッド首振り周波数 ( Hz/sec )

●精子ヘッド面積

日本総代理店

株式会社

ニューロワイエンス

本 社■〒110東京都台東区台東を29-12サンケエホワイトピル4F
TEL. (03) 5688-1 061 FAX. (03) 5688-1 065 

大阪支店•〒532 大阪 市 淀川区 西中 島 6 - 1 - 19 
TEL.(06) 307-7311 FAX.(06) 307-7727 

福岡支店■〒812福岡市博多区博多駅南4-3-9アバンダント86
TEL. (092) 414-0251 FAX. (092) 41 4-0 l 25 



I PCA-llD細麒測定システム 1 

穂々のシャーレはもとよ り6穴から96穴までのプレート内の試料が計測でき ます。

無培養の細胞数，生死細胞数，癌細胞•細胞コロニー数からプラーク数等を自動計測

プリントアウト例

〈細胞コロニー数〉
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二層寒天培地、メチルセルロース培地
による癌細胞コロニー数を計測

』罰i,il1↑'

人に対する局所刺激性、急性毒性を
予測する細胞毒性試験
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編集後記

本号では， 一般投稿論文は 1編でしたか，第 26回大会 （秦野）よ り2編，第

9回公開シンポジウム（東京）より 8編，資料 ・情報として 3編が寄稿されま

した．ご協力を感謝申しあげます．編集業務も年々整備され，充実してきてお

ります．本号より，執筆規定が一部改訂されましたので，ご注意下さい．

本誌はChemicalAbstract, JICST,文部省学術情報センター事業部データ

ベースに収録されており ます．本誌のさらなる発展のため，ふる ってご投稿下

さい． 担当編集委員 下位香代子

編 集 委 員

須藤鎮世（委員長）（1998-) 

〒302-0104 茨城県北相馬郡守谷町久保ケ丘 1-2

伊藤ハム株式会社・中央研究所

Tel : 0297-45-6311 Fax : 0297-45-6353 

E-mail : sutou@fureai.or.jp 

太田敏博 （1994-)

〒192-0392 東京都八王子市堀之内 1432-1
東京薬科大学 •生命科学部 ・ 環境分子生物学研究至

Tel : 0426-76-7093 Fax : 0426-76-7081 

E-mail: ohta@ls.toyaku.ac.jp 

下位香代子 (1995-)

〒422-8526 静岡県静岡市谷田 52-1

静岡県立大学・食品栄養科学部・食品衛生学研究室

Tel : 054-264-5528 Fax : 054-264-5528 

E-mail : shimoi@fnsl.u-shizuoka-ken.ac.jp 

降旗千恵 （1996-)

〒108-8639 東京都港区白金台4-6-1

東京大学・医科学研究所・ヒト疾患モテル研究セ ンター

Tel : 03-5449-5625 Fax : 03-5449-5445 

E-mail: furi@ims.u-tokyo.ac.jp 

荒木明宏 （1997-)

〒257-0015 神奈川県秦野市平沢字大芝原2445
H本バイオア ッセイ研究セ ンター・変異原性試験部

Tel : 0463-82-3911 Fax : 0463-82-3860 

E-mail : akiaraki@da2.so-net.or.jp 

鈴木勇司（1998-)

〒105-8461 東京都港区西新橋3-25-8

東京慈恵会医科大学・環境保健医学教室

Tel: 03-3433-1111 Fax: 03-5472-7526 

森田健 （1998-)

〒300-4247 茨城県つく ば市和台 43

日本グラクソ株式会社・筑波研究所

Tel : 0298-64-5532 Fax : 0298-64-8558 

E-mail : tm28417@glaxowellcome.co.uk 

主な測定対象試料

• 35~150mmシャーレ
6~96穴プレート

・顕微鏡用スライドグラス

・血球計算盤等
：寃盆窃激

~ ~ ~ 
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※ 依託試料の測定を行っております。お気軽にこ相談下さい。
(PCA-1 lDSF SYSTEM) 

複写される方に

本誌（書）に掲載された著作物を複写したい方は，著作

権者から複写権の委託をうけている次の団体から許諾を

受けて下さい．

学協会著作権協議会

〒107東京都港区赤坂 9-6-41 社団法人 H本工学会内

Tel : 03-3475-4621 Fax : 03-3403-1738 

環境変異原研究

平成 10年10月23日

平成 10年 10月31H 

発行者

発行責任者

製作

第 20巻

印

発

第3号

刷

行

日本環境変異原学会

大西克成

インテルナ出版

1998年

製造発売元

芦 システムサイエンス株式会社 本社・工場／〒197-0011東京都福生市福生1253-16TEL 042(552)5956（代表）



1 環泣変沢岬fぅt | 

Environmental Mutagen Research Vol. 20 No. 3 1998 

目次

一般論文

In vitro clastogenicity of 19 organic chemicals found in contaminated water and 7 structurally 

related chemicals 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・・・・・・・A. Matsuoka, M. Hayashi, and T. Sofuni 159 

第26回大会特別講演
発癌物質の同定とリスク評価の新動向ーメカニズム知見を重視した個々の物質の個々人への

リスク評価．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..山崎洋 167

第 26回大会シンポジウム
癌原性物質検出系としてのセルトランスフォーメーション試験の現状

Cell transformation assays in predicting carcinogenic potential of chemicals and mechanistic 

studies of carcinogenesis • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • J. C. Barrett and C. A. Afshari 175 

第9回公開シンポジウム
モデルDNA損傷と変異機構
シトシンアナログによる塩碁の誤対合と変異．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・•根岸和雄 181 

酸化的チミン損傷を含むDNAの調製と DNA修復酵素による認識………………………………井出 博 187 
酸化的DNA損傷と変異機構．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..紙谷浩之，葛西宏 195 

Genotoxicity of estrogen-and tamoxifen-derived DNA adducts in mammalian cells 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・S. Shibutani 201 

ピリミジン2量体の変異作用………………………………………紙谷浩之，紙谷（村田）尚子，大塚栄子 213 

DNA損傷における塩基配列特異性とその意義…………………………………………及川伸二，川西正祐 221 

Specific interaction between damaged bases in DNA and repair enzymes…………K. Morikawa 229 
変異原研究の課題 核酸化学の経験から．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•早津彦哉 235

資料・情報

情報は力なり！？ 化学情報協会のサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..千原秀昭 237 
天津市薬品検験所での2ヵ月・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・•坂本 豊 241 

略語集．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・247

：［：芯］：g］心信：べ．．：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：．．．．： ： ： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：芸］

付記

日本環境変異原学会入会申込書

投稿規定

執筆規定




